
本件は『高圧ｶﾞｽ認定』を満た
す為に弁箱をハステロイとして
おります。通常、弁体･弁棒を
同材か上級鋼にするところを、
コストダウンを目的に
SUS329J4L(二相ｽﾃﾝﾚｽ鋼) 
と致しました。弁箱材質を同様
にSCS10(二相ｽﾃﾝﾚｽ鋳鋼)にす
ると高圧ガス認定取得が出来な
い点に注意が必要です。 

工場設備の 
保全技術を支える 

工事メンテナンスに役立つ情報を定期的に発信！ 
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リストへ戻る  

 

納入実績紹介① 納入実績紹介② 

一口にバルブといっても流体が空気や水、可燃性・毒性ガス
など様々です。弁種もボール弁、ゲート弁など用途に合わせ
ご使用されていると思います。分野によっては、高温仕様・
極低温仕様、高圧(10MPa以上）などプラント製造設備でバ
ルブに求められる特性も大きく異なります。今回ご紹介させ
て頂くバルブは高圧ガス認定バタフライバルブです。 
 

お客様にて従来、PVCの配管を熱で曲げて製作されていた 
プレハブ配管を、品質向上とコストダウンを目的に他の製法
に置き換えることができないかとご相談頂きました。 
ダイライト㈱殿ご協力のもと、タンクを代表とするPE製成型
品の製法である回転成型法の特長を活かし、金型の特注設計
から配管製作までを納入とさせて頂きました。 
 

～高圧ガス認定バタフライバルブ～ ～ポリエチレン回転成型プレハブ配管～ 

東京支店 営業として今年１月に入社の関根武彦と申します。日々覚える事ばかりで先輩方々から厳しく鍛えられ
ている最中ではありますが、４月より数社のお客様を担当させて頂くことになり、仕入先メーカー様との連携力、
さらには当社の経験則や実績を活かし、常に「感謝」される提案営業を目指しております。 
さて私事ではございますが、趣味は映画観賞で、百田尚樹原作「永遠の０」は戦争の悲惨さと思想の自由が無い 
理不尽さに感慨深いものがありました。他にも下手ですが数年ゴルフを楽しくやっています。 
日本経済、一部では設備投資は活況を呈するとはいいますが、プラント設備においてはまだまだ実感が伴いません。
景気上昇気流を掴めるよう‟先見の明”を身に着け、微力ながらお客様のお役に立てるよう尽力して参ります。 

◆三共商事の社員紹介◆ 

【回転成型とは】 
粉末成型法のひとつで、熱可塑性の粉末樹脂材料を金型内
に入れ、加熱炉の中で360°回転させながら、型の内面に
材料を均等溶融させ、冷却固化して成型品を得る製法。 

回転成型により湾曲部の配管の厚みを均一にすること
ができ、さらに接着・接合部分を減らすことで品質向
上を図ることができました。さらに従来プレハブ配管
よりもコンパクトになる為、お客様装置の設計自由度
の向上にも貢献できました。 
 

 
 

  ＜バルブ仕様＞ 
材質：弁箱/ﾊｽﾃﾛｲC 
   弁棒・弁体/   
         SUS329J4L 
         ｼｰﾄ構造/ﾒﾀﾙﾀｯﾁ 
口径・接続規格： 
   10B-JPI600Lb 
          ｳｪﾊｰﾀｲﾌﾟ四軸偏芯 
作動：ｺﾝﾄﾛｰﾙ+ON-OFF 
製造ﾒｰｶｰ：ｷｭｰﾌﾞﾛｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
 
 

   ＜使用条件＞ 
流体名：ｱﾝﾓﾆｱｶﾞｽ 
流体温度：300℃ 
流体圧力：5.7MPa 
高圧ガス認定：対応品 
 
    ＜付属品＞ 
電空ﾎﾟｼﾞｼｮﾅｰ、ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、 
電磁弁、ｴｱｾｯﾄ、ﾛｯｸｱｯﾌﾟ弁、
空気作動弁、均圧弁、手動ｷﾞｱ 

バタフライバルブは高温高圧での使用には 
制約が大きいと思われますが、海外では最近、
石油プラントで高圧・大口径を使用している
事例が多いようです。それだけバルブとして
の性能が上がっているのではないでしょうか。 

【千葉営業所 金沢】 

＜金型＞ 

 
 

＜成型品＞ 

 
 

     配管だけでなく容器等、ご要望に 
     応じてあらゆる樹脂成型品を金型 
     から設計することが可能です。 
     従来ご使用の部材の品質安定や、 
     コストダウンをご検討の際は、樹脂 
     回転成型についてお気軽にご相談 
     ください。  【本社営業 曽根】 

http://matome.naver.jp/odai/2130465971595839901
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スモレンスキ 地上設置型フートバルブ 

～     三共商事よりお知らせ  ～ 

粉体ブリッジブレーカー パルブラス® 

手動フェイルセーフスプリングリターン 

キネトロール社製 手動スプリングリターンは通常はバルブを
手動で開閉操作し、緊急時はスプリングリターンの力でバル
ブを閉めることができます。バルブの常時開放が厳禁な設置
場所に於いて人為的なミスによる閉め忘れを防ぎ、作業現場
の安全性を高めることが可能です。 
 

カネキタ㈱製 パルブラス®PB4は粉粒体輸送工程において
ホッパー、コンテナー、サイロどの内部で発生するブリッ
ジ・ラットホール等の現象に対し、独自のエアーパルス発生
技術により最小の空気量で予防・解消し粉体排出をスムーズ
にし設備の稼働率を向上させることができます。 
   

【様々なアプリケーションに取付可能】 

三共ゴルフ珍道記 Vol.5 

毎度お世話になっております。ゴルフが
ライフワークの営業部 菊谷です。 
社内のゴルフ好きが集い、繰り広げられ
た珍プレー好プレーの数々をコラムとし
てお届けします。 

去る2017年5月27日(土) タラオカントリークラブ 東コースに 
於いて第48回 三友会ゴルフコンペを開催致しました。 
藤香る、肌寒い気候ではありましたが日頃お世話になっております
取引メーカー様、ご参加誠にありがとうございました。 
小職も早いもので今年で4年目の参戦となり、 
1年目70台,２年目80台,3年目90台と着々と 
成長し、今年は100叩きの刑を覚悟して挑みまし 
たところ…    82(42,40) 復調の兆しありです！ 

ねじ込みボールバルブへの搭載例 

開 閉 

タンク洗浄、排出時のタンク弁の解放 
真空破壊防止用に取付 
生産ラインでのサンプリング取出口に設置 
オプションで火災用のファイヤーフェイル
セーフ仕様も追加可能 
 

ケースは防塵・防滴 IP65 

キネトロール社製手動フェイルセーフスプリング 
リターンは万が一の際に正確にバルブを閉めるこ 
とができ、世界中の工業設備で人気があります。 
手動スプリングリターンを取り付けることで、 
閉め忘れによる製造ラインの不要なロスタイムを 
最小限にでき、ユーザーの方に効果的に、また 
効率の良い作業を行っていただけます。 
 

【英国KINETROL社アジア地区担当マネージャー Roger Carpenter 氏】 

☆☆☆ KINETROL 展示会出展のご案内 ☆☆☆ 

下記展示会への出展を予定しております。手動スプリングリターン
も展示致しますので是非ご来場の上、現物をご確認下さい！ 
 

◆第18回管工機材・設備総合展 OSAKA2017 
   開催期間：2017年9月7日(木)～9日(土) 
 会場：インテックス大阪・4号館 
 

◆第31回プラントショー INCHEM TOKYO 
 開催期間：2017年11月20日(月)～22日(水) 
 会場：東京ビッグサイト（東京国際展示場） 
 

 

パルブラスの特長 

パルスエアー発生に独自開発(日米特許取得済)のマグネットバルブ
を採用することで制御は圧縮空気のみで行い、制御用電磁弁やタイ
マー等の電気制御なしに駆動することが出来ます。 
 

水回りや有機溶剤等引火性の雰囲気などの環境下、防爆エリアでも
ご使用頂け、ATEXに準拠した防爆仕様も製作可能です。 
 

ハンマーなどの打撃音が無く、静粛な運転ができます。 
 

ユニオンナット接続を採用し、既設ホッパーへの取付工事も容易で
導入後のメンテナンスも手間をかけずに保全コストの削減に繋がり
ます。 
 

  一般的な振動機では、動作させるのに制御用電磁弁、タイマー等の部品を
組み入れた制御盤が必要になります。電気部品が増えるとメンテナンス箇所
も増え、部品コストや手間が多くかかってしまいます。 

☆従来の振動機やエアーレーターで解決出来ない場所にもご検討下さい。 


